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建 設 事工 帳台 ‐ ‐
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敷島総合公園

甲斐市立敷島北小学校
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施工箇所

更新 １１
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金石橋

甲斐市牛句地内(金石橋の南西)
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(更新-11)送水管布設替工事（余フ）
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甲府市上下水道局 マイクロＮｏ

分割

工事件名

工事場所

管理番号

縮尺図 面 名 図示

R5-更新-11

標準断面図、土工標準図

DP=0.60 DP=0.70

（仮配管）

A A’

平面図 S=1:500※A2印刷時

甲斐市牛句地内（金石橋の南西）
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No.2
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No.6

平面図

No.1 試掘①

試掘②

試掘③

試掘④

既設排水管位置確認のため、試掘（1.0×2.0×1.2）を４か所計上

DP=0.80

（更新-11）送水管布設替工事（余フ）

薄
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カ
ラ
ー
舗
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φ50 SSP l=1.3m φ50 SSP l=1.0m

φ50 SSP l=2.3M

DP=0.60
φ25 PP l=1.5M
（仮配管）

φ350 DIP.GX L=310.0M 
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※A2印刷時土工標準図 S=1:25
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CL

標準断面図 S=1:100※A2印刷時
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※仮々復旧時は0.03
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1.27
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既設φ75

歩道

DIP.GX φ350

φ40　1件

φ25　1件

φ20　1件

給水管布設替件数



甲府市上下水道局 マイクロＮｏ

分割

工事件名

工事場所

管理番号

縮尺図 面 名 図示

R5-更新-11

配管図 S=任意※A2印刷時

３／３配 管 図

甲斐市牛句地内（金石橋の南西）

（更新-11）送水管布設替工事（余フ）
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ライナー使用箇所※1

甲切　は有頭(受口有り)の切管を表す。

乙切　は無頭(受口無し)の切管を表す。

上記以内の直管受口にはライナーを使用すること。

※1　一体化長さ

GX形直管はすべて1種管とする。

曲管部(45°以下)　：2.2ｍ Ｔ字管部：2.2ｍ
仕切弁部・管端部　：32.5ｍ

直管、及び異形管受口に切管を接続する場合は、挿し口リングを使用し接続すること。

・施工順序について、事前に監督員に確認すること。

・土被り等に変更があった場合には監督員の指示に従うこと。

・掘削深がH=1.5mを超える場合には土留工（軽量鋼矢板）を施すこと。

・現場状況により上記の配管と相違が生じる場合には、監督員との協議を行うこと。

切管有効寸法1.0ｍ以上とする。
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DP=0.60

90°

φ25
PP鋼管継手

上
げ

φ50×25
ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ

溝切加工

溝切加工


